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対する考慮が必要かと思われる．

a　薇漑水深，馳つ充実度および精粗千柁重の大小と

詰立ち性との関係

前述の実験で明らかに発芽および菌立ち性が異なると

みられた数品種を用い温水および冷水の二つの条件下で

水深・籾の充実度および玄米千粒重の大小と歯立性との

関係を検討した．

水深と発芽との馳係については．処理上の誤差も若干

認められたが∴水盤の高低にかかわらず，一般に水の深い

ほど発芽および苗立ちが不良となる傾向が認められ，湛

水直播裁塔における整地や研期の水管理の重要性が示唆

された．

種籾の充実度と官立も歩合との関係は，品種，水温を

異にしても．種顎の充実度がよいほど発芽，詰立ちが＿ま

きった．とくに比重1．15では勿論，さらKl．aIでも比重

選の効果が明らかで．菌立ちが良好となる点が注目され

た．したがって，従米種籾の比重1．13が基準となってい

るが．匠播栽培ではさらに高い比重によるかが有利では

ないかと思われる．

品種の粒大と菌立位との関係については，杓別の品性

および系統を用い，一・壱比重1・13以上の級について試験

した結果．両者の間には一正の馳係は認められなかった

（第4囲）．したがって，前述の結果ともあわせ考え，

低温下における発芽および宙立ちの良否は品種個有の粒の

・
刃
・
詳

●

●

　

●

●

●

㌧

　

で

●
●
●

・うJ：
‘　く

●●

ヽ●J

●

●

　

●

　

　

●

∈汀

‾　大小（主に籾殻の大′ト）

よりも，快の充実度（鞠

殻内助にむける胚乳　大

の良否）笹，よカ大きく

左右されるのではないか

と考えられる．

第4図　糟籾千粒重と発芽勢の閑係

る．　む　す　び

東北，北海道の品種および．島坂支協にて帝政中の系統

について．低（水温）温下の発芽性．宙立ち性およびこ

れらに関与する2，3の条件について検討した結果，低

温下で発芽む早い晶砲は適温でも早いこと，したがって

低温発芽性む検定は適温下でも呵能であろうと考えられ

ること，一般に独漑水深が深まるほど発芽，宙立ちが不

良となること．低水温下の発芽，宙立ちを良好にするに

は従果奨められてきた以上の商い比重選（1・15－1・』）

が有利であること，および品種出有の柁大と発芽，面立

ち性との間には一・竜の困係が弛められないこと等が明ら

かにされた．今後はさらに，低温発芽性一　曲立性に関与

すると思われる各種の条件下で実験を重ねるとともに，

これらと他の諸形質との槻係についても追究してゆく必

要があろうと考えられる．

湛永・乾m直播並びに移植栽培水稲の生育相の差輿について

島田孝之助・山［l邦夫・石山六郎・斉藤正一

（秋　田　県　鎧　試）

1．　は　し　が　き

秋田県は気象的に見て乾田両描栽培の限界地帯と目さ

れるが，直播栽培の安定化を計るためには生南村を検討

して．栽培試験上の間臥点を抽出する必宴がある．かか

る目的を以って昭和郎一訂年度に行なった湛水：乾田直

播栽培と移植栽培水稲の生育現の差異について調査した

結果を報告する．
第1衣　　　栽

2．　岳仁査　方　法

各栽培水稲とも，品種試験の中から早司卜中晩性の三晶

品種を選び重点的に調査したが，供試品種は，36年度が

トワダ・チョウカイ・農林山号，祈年匿がトワダ・チョウ

カイお・エぴミヨシである．

又栽培法の要点は第1衣に示す．

培　法　の　概　要
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3．調査結果並びに考察

各栽培法の間に我的様式・施肥法その他の点で差異が

ぁゎ．厳密なぷ味での比較は出来ないが，この様な栽培

条件下で示す各奴培水稲間の生育胤の農具は次の通りで

ある．

L　草丈●桑赦・垂数の差異

節年度の鮨果から，革丈・乗数・室数等の生育島の差

異について検討すると′乾田直給紙塔は・乾田期間の平

均地温（地下5亡1）が湛水置揺〟地温に較ベ2℃内外低

く経過する車，土壌水分が充分でなかった軋又複土の

深さと土粒の大きさが良好でなかった卓等から萌芽に知

日近い日数を要し．苗立歩合も弘一Ⅷ％の湛水匝格より

史に10％内外低く，初期の生育は最も悪い・

第1－・2図

で示す通り．

潅水時期の6

月皿日（4－

5桑期）には

三品種平均で，

敗で草丈で6

丑，主梓染数

で2染，又聾

奴で甥一当か餌I

本内外少なく

なっている．

その后の生再

は徐々K好帖

を見せ，初動

の生育差を短

縮して行き，

成熟例には革

第1図　草丈．乗奴の推移（ざ・節）

第2図　室数の推移（∫・訂）

丈●・条政とも

湛水匠播よカ若干俊る生閂をホしている・しかし移糾栽

培に瞭べれば【舶i格とも串丈　乗数とも終始及ばず，止・

桑条位で8集前後，剛毛で10叫内外少なくなっている点

は，板絵様式八の他にもよるが，直播水稲の特級の1つ

と考えられる．

次に室数の推移であるが，但格は智撫であるので垂数

の多い点が特徴的であるが■乾田餌蝕の地合は意外に多

くはならない点が注目される・最高分げっ籾については

分げっの開始と増加の早い湛水直緒が移植栽培工少約2
週間早く，乾田直緒は湛水直描上少1週間位その時期が

遅れている．この時期を乗数の面から見ると雨直縛とも

8葉期頃で，12葉期頃に最高分けつ期に至る移植栽培
と明らかに差異がある．

積数については，第8図に示す如く，湛水直緒の有効
垂歩合が非常に低く．移植栽培並びに有効垂歩合を示す乾

田直緬とはゞ等しい他数に止jっている・共に移植級培

の地政の杓か％増である．以上は訂年度の生再朝につい

てゞあるが，粥年度は乾田直緒に対する施肥畳が少なく・

かっ除革の不完全さも加わって肥料切れの兆候が早くか

〃打

つ加

わ〇

月妙

】〟

第3囲　　有効垂歩合

ら現われた為乾

田匠砧の有効墾

歩合が前年度よ

少扮％近い低下

を示し，生丙全

般が湛水直格よ

少劣った点が注

目される．曲水

時刷との馳係も

あるが，施肥量

につレーては．こ

の事から湛水直

播よめ余程施肥水準牽高める必要のある事がうかがわれ

る．

乙　出椎勅の差異

出穂期については■第4図に示す如く，湛水直格は移

値栽培と佗ゞ同

時勅と見ていゝ

が，年次による

変動が大きい様

にも見られるの

で，安全出払を

考慮すればミ　ヨ

シ程既の中生品

種が眼圧であろ

う．又乾出直揺 第4図　出払及び出控．迄日数
は，移植に較ベ

1－2週観相肢遅れる様で，占占種としては早生一中生が

限俊と見られる．

なお，鈷種から出船迄日放は，乾別直様は10日内外，

湛水岡痛は皿日内外移植栽培上♪板崩されている・

a　収量および収量馳耽坐粟の差異

l両り移始奴培は．倒伏その他の障賓がひどく収量の

比校は因難であるが，湛水同格は本式板場に於ける移植

水稲の平年作並かそれに近い収室性があると見られる・

一・万乾剛直二俺は湛水萬格より加一少％の減収になってい

収量と諸収嵐構放棄糸との関係を第2衣で見ると・移

わ
．
▲
〝
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第5回　収量及び精粗歩合

種と原播栽培の差

輿について一般的

に上ミえる事は，直

播栽培は，徳政は

多い反面地長短か

く．1絶校数が少

ない事である．稔

夫の良否について

は，前述の理由で

比較は困難である

が，弱小樵が多く

（乾田直格では成

熟観の遅れる点か
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らも）移植に較べ使っているとは云い難い・

第2表　　収量及び収量構胱要素の比率（指数）

朋 様朋 要　 因
玄 米　 重 穂　　 数 穂　　 長 屑 米　 重

玄． 米

千 位 重

稔　 実　 調　 査
倒　 伏

1 植粒数 稔芙 歩合

対
3 6 1怨 125 85 i虚 105

63 163

66

湛　　　 直　 8 7 115 lj娘 描 ⑳ 101 4 1

移

植

平均 1王2 140 g7 46 1脇 55

36 103 1肪 き汀 鴇 lt貯
79 161

≡あ

比 乾　　　 直　 87 lUl lj翌 1妃 84 1叱 比

平均 102 114 紡 46 105 24

対 直

湛 比

3 6 48 t沿 泊 紡 1鵬

99 95

43

乾　　　 直　 3 7 78 97 96 146 97 43

平均 爵 紛 98 116 1佗 43

つまり直播栽培の収量を大きく支配する廣因は臆数で

あるとみられた．

次に両直播栽培を比較すると，乾田直権は諮年度に於

ては絶数不足によれ湛水直権の亜界に過ぎなく，祈年

匿は樵数減よりも登熟不良のため，鮎年匿程ではないが，

やはり湛水直拓の閥％で低収を示している・

1　倒伏抵抗性の差異

倒伏抵抗性姓，乾飢直結．湛水直格の様で，．湛水直格

は松元が不安定を上，過繁茂気味で通風二虐光が怒るい

せいか，樺が梢細く軟弱で，乾剛直権に比し．なびき易

い様に観察される．

4．　む　す　び

各故培法の生育柏の差異については上述の如くである

が，今後直掩栽培の試験を突放するに当って，1．湛水直

梅では由立歩合．有効垂歩合を高めて，生産能率の向上

を計る必要があり，倒伏要因の解析と其の防止法につい

ても検討しなければならない．2又乾田直播では初期生

育の促進法（施肥法，飽水時臥　整地法，後土の厚さ．

品種等）を解明し，生育を安定化した上で．後期の生育

召充実を計る必要があると思われる・

乾田直播におけるジシアン■ジアミドの施用について

佐々木　信　夫・鎌　田　義　孝

（岩手県巣試県南分地）

1．　ま　え　が　さ

乾田直稀においては，移植栽培に比して本田期間が長

く．かつ御朗の乾田状態の期間が長いために，施用窒素

が硝化作用をうけてその後の湛水切換え忙よ少流亡し易

く肥切れを摘果する卦それがあるので，その施用窒素の

肥効を持続させることが極めて重要であれ　このために

種々の遅効性肥料がと少挙げられている・

石灰窒素の施用もその一方法であるが．史にこの石灰

窒素の硝酸化成抑制作用の主体をなすところのジシ7ン

．ジ7ミl■そのものを施用した場合，乾田直播の水稲に

如何なる影響を及ぼすかを試験したので報告する・

この・ジシアン・ジアミドは硝化作用の抑制作用がある

、と共に作物体にとっても有害作用があるといわれておれ

・また石灰窒素肥料に研めから含有せられるものではなく・

土壌に施由後微量に生成されるもので，かつこのものは

畑状態ではその分解が遅く，水田状態では比較的速か忙

アンモニ7化成をかこして石灰窒素と同様の肥効を呈す

るといわれるものであるので，これらの点を考慮して試

験を実施した．

2．　試　験　方　法

L　供試圃場　岩手県江刺后愛宕

岩手農試県南分場水田圃場

2　土壌の特性　北上河鹿沖積土

徽砂賃埴壌土

乾田

a　試験規模1区16・5伊　9区2遵制

1　栽培条件　品種　トワダ

粂間盟膚X播巾10亡h

α当カ1．3戚播き

5　区名及び施肥量


